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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 冷 却 水 を 流 通 さ せ る た め の 通 水 路 が 内 蔵 さ れ 、 前 記 通 水 路 と 連 通 す る 複 数 の 開 口 部 が 底  
面 に 開 設 さ れ た 構 造 を 有 す る 水 冷 式 軸 受 の 前 記 通 水 路 の 耐 圧 機 能 を 試 験 す る 耐 圧 試 験 機 で  
あ っ て 、
　 複 数 の 水 冷 式 軸 受 を 載 置 可 能 な 試 験 台 と 、
　 前 記 水 冷 式 軸 受 を 前 記 試 験 台 に 着 脱 可 能 に 固 定 す る 固 定 手 段 と 、
　 前 記 試 験 台 を 一 定 姿 勢 に 保 つ 保 持 手 段 と 、
　 前 記 試 験 台 の 上 面 に お い て 、 前 記 試 験 台 に 載 置 さ れ る 水 冷 式 軸 受 の 複 数 の 開 口 部 と そ れ  
ぞ れ 接 続 可 能 な 位 置 に 開 設 さ れ た 複 数 の 接 続 口 と 、
　 前 記 接 続 口 を 経 由 し て 前 記 水 冷 式 軸 受 の 通 水 路 に 試 験 液 体 を 充 填 す る た め 前 記 試 験 台 に  
設 け ら れ た 給 液 経 路 と 、
  前 記 給 液 経 路 の 一 端 に 接 続 さ れ る 通 液 管 と 、 前 記 給 液 経 路 の 他 端 に 接 続 さ れ る 排 液 管 と 、
  前 記 通 液 管 お よ び 前 記 排 液 管 に 設 け ら れ る 開 閉 弁 で あ り 、 閉 じ る こ と で 、 試 験 液 体 に よ  
り 前 記 通 水 路 に 所 定 の 液 圧 が 生 じ た 状 態 と す る 開 閉 弁 と 、
を 備 え た 耐 圧 試 験 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 給 液 経 路 を 前 記 試 験 台 の 内 部 に 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の 耐 圧 試 験 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 給 液 経 路 を 前 記 試 験 台 の 下 方 に 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の 耐 圧 試 験 機 。

請求項の数　5　（全15頁）
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【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 手 段 と し て 、 前 記 水 冷 式 軸 受 の 下 面 側 に 開 設 さ れ た 雌 ネ ジ 孔 と 、 前 記 試 験 台 を  
貫 通 し て 前 記 雌 ネ ジ 孔 に 螺 着 可 能 な 雄 ネ ジ と 、 を 備 え た 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か の 項 に 記 載  
の 耐 圧 試 験 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 試 験 台 及 び 前 記 保 持 手 段 を 搬 送 可 能 な 車 輪 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か の 項 に 記  
載 の 耐 圧 試 験 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル の 軸 受 な ど の よ う な 水 冷 式 軸 受 に 内 蔵 さ れ た 冷 却 水  
経 路 の 耐 水 圧 試 験 に 使 用 さ れ る 耐 圧 試 験 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 製 鉄 所 に お い て 高 温 の ス ラ ブ を 搬 送 す る エ リ ア な ど に お い て は 、 例 え ば 、 図 １ ５ に 示 す  
よ う な 、 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル ５ ０ ０ が 使 用 さ れ て い る 。 図 １ ５ ， 図 １ ６ に 示 す よ う に  
、 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル ５ ０ ０ に お い て は 、 水 冷 式 軸 受 架 台 ５ ０ ５ 上 に 、 ３ 本 の ロ ー ル  
５ ０ １ ａ ， ５ ０ １ ｂ ， ５ ０ １ ｃ が 同 一 直 線 を な す よ う に 取 り 付 け ら れ 、 そ れ ぞ れ の ロ ー ル  
５ ０ １ ａ ， ５ ０ １ ｂ ， ５ ０ １ ｃ の 両 端 部 に 水 冷 式 軸 受 １ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 稼 働 中 の 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル ５ ０ ０ に お い て 、 ロ ー ル  
５ ０ １ ａ ， ５ ０ １ ｂ ， ５ ０ １ ｃ の 両 端 部 に 配 置 さ れ た 水 冷 式 軸 受 １ ０ は そ れ ぞ れ 着 脱 可 能  
な カ バ ー １ ３ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ７ ～ 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ に お い て は 、 冷 却 水 を 流 通 さ せ る た め の  
通 水 路 １ １ が 内 蔵 さ れ 、 通 水 路 １ １ と 連 通 す る 複 数 の 開 口 部 １ ２ ， １ ２ が 底 面 １ ４ に 開 設  
さ れ て い る 。 図 １ ７ ， 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 正 面 下 方 に は 、 軸 受 面 １ ５  
に 潤 滑 油 を 供 給 す る た め の 給 由 口 １ ６ と 、 軸 受 面 １ ５ を 循 環 し た 潤 滑 油 を 排 出 す る た め の  
排 油 口 １ ７ と 、 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 底 面 １ ４ に は 、 水 冷 式 軸 受 １  
０ の 軸 心 １ ０ ｃ と 平 行 を な す 凹 溝 １ ９ が 設 け ら れ 、 こ の 凹 溝 １ ９ を 挟 ん で 対 称 を な す 位 置  
に そ れ ぞ れ 雌 ネ ジ 孔 １ ８ ， １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ９ ， 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 通 水 路 １ １ は 、 底 面 １ ４ の 開 口 部 １ ２ ， １ ２ か ら そ れ ぞ  
れ 垂 直 に 立 ち 上 る 垂 直 部 １ １ ａ ， １ １ ａ と 、 垂 直 部 １ １ ａ ， １ １ ａ の 上 端 か ら そ れ ぞ れ 左  
右 側 面 方 向 に 延 び る 水 平 部 １ １ ｂ ， １ １ ｂ と 、 軸 受 面 １ ５ の 外 周 部 分 を 包 囲 す る と と も に  
水 平 部 １ １ ｂ ， １ １ ｂ を 連 通 す る 倒 立 Ｕ 字 状 の 周 回 部 １ １ ｃ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 稼 働 中 の 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル ５ ０ ０ に 対 し て 、 矢 線 Ｖ 方 向 か  
ら 冷 却 水 が 供 給 さ れ 、 供 給 さ れ た 冷 却 水 は 図 １ ５ 中 の ロ ー ル ５ ０ １ ａ の 左 端 の 水 冷 式 軸 受  
１ ０ （ 図 ２ ０ 参 照 ） の 一 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 垂 直 部 １ １ ａ 内 に 流 入 し 、 水 平 部 １ １ ｂ 、 周  
回 部 １ １ ｃ 、 他 方 の 水 平 部 １ １ ｂ 及 び 垂 直 部 １ １ ａ を 経 由 し て 他 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 出  
す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ロ ー ル ５ ０ １ ａ の 左 端 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ か ら 流 出 し た 冷 却 水 は 、 通 水 管 ５ ０ ２ 内 を 流 動  
し て ロ ー ル ５ ０ １ ａ の 右 端 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ （ 図 ２ ０ 参 照 ） の 一 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 入  
し て 通 水 路 １ １ 内 を 一 巡 し て 他 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 出 し 、 隣 接 す る ロ ー ル ５ ０ １ ｂ の 左  
端 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ （ 図 ２ ０ 参 照 ） の 一 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 入 し て 通 水 路 １ １ 内 を 一 巡  
し て 他 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ロ ー ル ５ ０ １ ｂ の 左 端 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ か ら 流 出 し た 冷 却 水 は 、 通 水 管 ５ ０ ３ 内 を 流 動  
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し て ロ ー ル ５ ０ １ ｂ の 右 端 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ （ 図 ２ ０ 参 照 ） の 一 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 入  
し 、 以 下 、 前 述 と 同 様 の ル ー ト を 経 由 し 、 通 水 管 ５ ０ ４ 内 を 流 動 し 、 最 終 的 に は 、 ロ ー ル  
５ ０ １ ｃ の 右 端 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ （ 図 ２ ０ 参 照 ） の 他 方 の 開 口 部 １ ２ か ら 流 出 し 、 矢 線 Ｗ  
方 向 に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 図 １ ５ に 示 す 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル ５ ０ ０ を 構 成 す る 水 冷 式 軸 受 １ ０ に つ  
い て は 、 定 期 的 な メ ン テ ナ ン ス が 行 わ れ た 場 合 、 あ る い は 、 緊 急 的 な 補 修 な ど が 行 わ れ た  
場 合 、 メ ン テ ナ ン ス 後 （ 補 修 後 ） の 水 冷 式 軸 受 １ ０ に 対 し 、 通 水 路 １ １ の 耐 水 圧 を 確 認 す  
る た め 耐 圧 試 験 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 の 耐 圧 試 験 に お い て は 、 図 ２ １ に 示 す よ う な 、 試 験 用 治 具 ２ ０ が 使 用 さ れ て い る 。  
試 験 用 治 具 ２ ０ は 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 載 置 可 能 な 支 持 盤 ２ １ と 、 支 持 盤 ２ １ 内 に 設 け ら れ  
た 複 数 の 通 水 経 路 （ 図 示 せ ず ） と 連 通 す る 給 水 管 ２ ２ 並 び に 排 水 管 ２ ３ を 備 え 、 給 水 管 ２  
２ の 途 中 に は 開 閉 バ ル ブ ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 支 持 盤 ２ １ の 上 面 に は 給 水 管 ２ ２ と  
連 通 す る 接 続 部 ２ ４ と 、 排 水 管 ２ ３ と 連 通 す る 接 続 部 ２ ５ と が 開 設 さ れ て い る 。 ま た 、 支  
持 盤 ２ １ に は 複 数 の 貫 通 孔 ２ ７ ， ２ ７ が 開 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 試 験 用 治 具 ２ ０ の 支 持 盤 ２ １ 上 に 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 載 置 す る と 、  
図 １ ８ に 示 す 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 底 面 １ ４ の 複 数 の 開 口 部 １ ２ ， １ ２ が そ れ ぞ れ 支 持 盤 ２ １  
の 接 続 部 ２ ４ ， ２ ５ と 同 軸 上 で 接 続 さ れ 、 同 じ く 、 底 面 １ ４ の 複 数 の 雌 ネ ジ 孔 １ ８ ， １ ８  
が 支 持 盤 ２ １ の 複 数 の 貫 通 孔 ２ ７ ， ２ ７ と 同 軸 上 で 連 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 試 験 用 治 具 ２ ０ の 支 持 盤 ２ １ 上 に 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 載 置 し た 後 、 支 持 盤 ２  
１ の 下 面 側 か ら 貫 通 孔 ２ ７ ， ２ ７ に 向 か っ て 雄 ネ ジ ２ ８ ， ２ ８ を 差 し 込 み 、 そ れ ぞ れ 雌 ネ  
ジ 孔 １ ８ ， １ ８ に 螺 合 さ せ て 締 め 付 け る と 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ が 支 持 盤 ２ １ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 後 、 開 閉 バ ル ブ ２ ６ を 開 い て 、 所 定 の 給 水 源 （ 図 示 せ ず ） か ら 給 水 管 ２ ２ を 経 由 し  
て 圧 送 さ れ た 試 験 水 を 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ （ 図 ２ ０ 参 照 ） 内 に 充 填 し 、 排 水 管 ２  
３ 側 を 閉 止 し 、 通 水 路 １ １ 内 に 所 定 の 水 圧 が 生 じ た 状 態 で 所 定 時 間 保 持 し 、 保 持 中 の 通 水  
路 １ １ か ら の 漏 水 の 有 無 を 確 認 す る こ と に よ り 、 耐 圧 試 験 の 合 否 判 断 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 本 発 明 と は 技 術 分 野 が 異 な る が 、 高 圧 送 水 ホ ー ス や 高 圧 送 水 ホ ー ス 端 末 部 な ど の  
耐 圧 試 験 に 使 用 さ れ る 機 材 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 「 消 防 用 送 水 管 耐 圧  
試 験 機 」 や 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 「 消 防 用 ホ ー ス 端 末 部 耐 圧 試 験 機 」 な ど が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ５ ４ ３ ３ ２ 号 公 報
特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ １ ４ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 従 来 の 試 験 用 治 具 ２ ０ を 用 い た 耐 圧 試 験 に お い て は 、 一 つ の 試 験  
用 治 具 ２ ０ で １ 台 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 耐 圧 試 験 し か 実 行 で き な い の で 、 試 験 作 業 の 効 率 が  
悪 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 試 験 用 治 具 ２ ０ に セ ッ ト す る 場 合 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 天 地 逆 に  
反 転 さ せ 、 底 面 １ ４ （ 図 １ ８ 参 照 ） を 上 に 向 け た 状 態 に し な け れ ば 、 雄 ネ ジ ２ ８ ， ２ ８ の  
螺 着 作 業 な ど を 行 う こ と が で き な い の で 、 反 転 作 業 に も 多 大 な 労 力 が 費 や さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 さ ら に 、 試 験 用 治 具 ２ ０ に よ る 耐 圧 試 験 中 は 、 互 い に 一 体 化 し た 水 冷 式 軸 受 １ ０ 及 び 試  
験 用 治 具 ２ ０ を 所 定 姿 勢 に 保 持 す る た め に 、 別 途 、 姿 勢 保 持 手 段 を 設 け な け れ ば な ら な い  
の で 、 こ の 固 定 作 業 に も 多 大 な 労 力 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 「 消 防 用 送 水 管 耐 圧 試 験 機 」 や 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た  
「 消 防 用 ホ ー ス 端 末 部 耐 圧 試 験 機 」 は 、 そ れ ぞ れ 消 防 用 送 水 管 や 消 防 用 ホ ー ス 端 末 部 の 耐  
圧 試 験 を 行 う た め に 特 化 さ れ た も の で あ る た め 、 図 １ ５ ～ 図 １ ９ に 示 す 水 冷 式 軸 受 の 耐 圧  
試 験 に 使 用 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 水 冷 式 軸 受 の 耐 圧 試 験 を 効 率 化 す る こ と が  
で き 、 水 冷 式 軸 受 の 着 脱 作 業 を 容 易 且 つ 安 全 に 行 う こ と が で き 、 水 冷 式 軸 受 の 姿 勢 保 持 手  
段 を 別 途 設 け る 必 要 も な い 、 耐 圧 試 験 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 耐 圧 試 験 機 は 、
　 冷 却 水 を 流 通 さ せ る た め の 通 水 路 が 内 蔵 さ れ 、 前 記 通 水 路 と 連 通 す る 複 数 の 開 口 部 が 底  
面 に 開 設 さ れ た 構 造 を 有 す る 水 冷 式 軸 受 の 前 記 通 水 路 の 耐 圧 機 能 を 試 験 す る 耐 圧 試 験 機 で  
あ っ て 、
　 複 数 の 水 冷 式 軸 受 を 載 置 可 能 な 試 験 台 と 、
　 前 記 水 冷 式 軸 受 を 前 記 試 験 台 に 着 脱 可 能 に 固 定 す る 固 定 手 段 と 、
　 前 記 試 験 台 を 一 定 姿 勢 に 保 つ 保 持 手 段 と 、
　 前 記 試 験 台 の 上 面 に お い て 、 前 記 試 験 台 に 載 置 さ れ る 水 冷 式 軸 受 の 複 数 の 開 口 部 と そ れ  
ぞ れ 接 続 可 能 な 位 置 に 開 設 さ れ た 複 数 の 接 続 口 と 、
　 前 記 接 続 口 を 経 由 し て 前 記 水 冷 式 軸 受 の 通 水 路 に 試 験 液 体 を 充 填 す る た め 前 記 試 験 台 に  
設 け ら れ た 給 液 経 路 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 耐 圧 試 験 機 に お い て は 、 前 記 給 液 経 路 を 前 記 試 験 台 の 内 部 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 耐 圧 試 験 機 に お い て は 、 前 記 給 液 経 路 を 前 記 試 験 台 の 下 方 に 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 耐 圧 試 験 機 に お い て は 、 前 記 固 定 手 段 と し て 、 前 記 水 冷 式 軸 受 の 下 面 側 に 開 設 さ れ  
た 雌 ネ ジ 孔 と 、 前 記 試 験 台 を 貫 通 し て 前 記 雌 ネ ジ 孔 に 螺 着 可 能 な 雄 ネ ジ と 、 を 設 け る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 耐 圧 試 験 機 に お い て は 、 前 記 試 験 台 及 び 前 記 保 持 手 段 を 搬 送 可 能 な 車 輪 を 設 け る こ  
と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ り 、 水 冷 式 軸 受 の 耐 圧 試 験 を 効 率 化 す る こ と が で き 、 水 冷 式 軸 受 の 着 脱 作 業  
を 容 易 且 つ 安 全 に 行 う こ と が で き 、 水 冷 式 軸 受 の 姿 勢 保 持 手 段 を 別 途 設 け る 必 要 も な い 、  
耐 圧 試 験 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 耐 圧 試 験 機 を 示 す 一 部 省 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 耐 圧 試 験 機 を 矢 線 Ｐ 方 向 か ら 見 た 一 部 省 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 ２ 中 の Ａ － Ａ 線 方 向 か ら 見 た 正 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 ２ 中 の Ｂ － Ｂ  
線 に お け る 一 部 省 略 断 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 図 ２ 中 の Ｃ － Ｃ 線 に お け る 一 部 省 略 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 耐 圧 試 験 機 の 試 験 台 に 水 冷 式 軸 受 を セ ッ ト す る 過 程 を 示 す 一 部 省 略 斜  
視 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 耐 圧 試 験 機 の 試 験 台 に 水 冷 式 軸 受 を セ ッ ト し 、 台 車 に 搭 載 し た 状 態 を  
示 す 一 部 省 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 耐 圧 試 験 機 の 一 部 省 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ 中 の 矢 線 Ｑ 方 向 か ら 見 た 耐 圧 試 験 機 の 一 部 省 略 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 形 態 で あ る 耐 圧 試 験 機 の 試 験 台 に 水 冷 式 軸 受 を セ ッ ト し た  
状 態 を 示 す 一 部 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ 中 の 矢 線 Ｒ 方 向 か ら 見 た 一 部 切 欠 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ に 示 す Ｄ － Ｄ 線 か ら 見 た 耐 圧 試 験 機 の 一 部 省 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ 中 の 矢 線 Ｓ 方 向 か ら 見 た 耐 圧 試 験 機 の 一 部 省 略 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 形 態 で あ る 耐 圧 試 験 機 の 試 験 台 に 水 冷 式 軸 受 を セ ッ ト し  
た 状 態 を 示 す 一 部 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ 中 の Ｅ － Ｅ 線 か ら 見 た 対 圧 試 験 機 の 一 部 省 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ 中 の 矢 線 Ｔ 方 向 か ら 見 た 耐 圧 試 験 機 の 一 部 省 略 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル を 示 す 一 部 省 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ 中 の 矢 線 Ｕ 方 向 か ら 見 た 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル の 一 部 省 略 拡 大 図 で あ  
る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 す 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル を 構 成 す る 水 冷 式 軸 受 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 示 す 水 冷 式 軸 受 の 一 部 省 略 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ７ 中 の Ｆ － Ｆ 線 に お け る 一 部 省 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ 中 の Ｇ － Ｇ 線 に お け る 水 冷 式 軸 受 の 一 部 省 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 １ ７ に 示 す 水 冷 式 軸 受 を 従 来 の 耐 圧 試 験 機 に セ ッ ト す る 過 程 を 示 す 一 部 省 略  
斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 １ ４ に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ ，  
３ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 初 め に 、 図 １ ～ 図 ７ に 基 づ い て 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ ， 図 ５ に 示 す  
よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ は 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ の 耐  
圧 機 能 を 同 時 に 試 験 す る こ と が で き る 機 器 で あ る 。 水 冷 式 軸 受 １ ０ は 、 図 １ ７ ～ 図 ２ ０ に  
基 づ い て 説 明 し た 前 述 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ と 同 じ 構 造 、 機 能 を 有 す る も の で あ る た め 、 説 明  
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ は 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 載 置 可 能 な 複  
数 の 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ と 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ に 着 脱 可 能 に 固 定 す る 固 定  
手 段 で あ る 雌 ネ ジ 孔 １ ８ 及 び 雄 ネ ジ ２ ８ と 、 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ を 一 定 姿 勢 に 保 つ 保 持 手 段  
で あ る 保 持 プ レ ー ト ２ 及 び 台 車 ３ と 、 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ の 上 面 １ ａ に お い て 試 験 台 １ Ｌ ，  
１ Ｒ に 載 置 さ れ る 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 底 面 １ ４ の 複 数 の 開 口 部 １ ２ ， １ ２ （ 図 １ ８ 参 照 ） と  
そ れ ぞ れ 接 続 可 能 な 位 置 に 開 設 さ れ た 複 数 の 接 続 口 ４ ， ４ と 、 接 続 口 ４ ， ４ を 経 由 し て 水  
冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ に 試 験 液 体 を 充 填 す る た め 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ に 内 蔵 さ れ た 給 液  
経 路 ５ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ に は 、 雄 ネ ジ ２ ８ を 挿 通 す る た め の 複 数 の 貫 通 孔 ６ が 開 設 さ れ 、 試 験  
台 １ Ｌ ， １ Ｒ の 上 面 １ ａ に は そ れ ぞ れ 凸 条 部 ７ が 設 け ら れ て い る 。 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 試 験  
台 １ Ｌ ， １ Ｒ に セ ッ ト す る 際 に 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 底 面 １ ４ の 凹 溝 １ ９ （ 図 １ ７ 参 照 ） と  
凸 条 部 ７ と が 互 い に 嵌 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ に お い は 、 ２ 台 の 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ が 同 一  
平 面 上 に 配 列 さ れ 、 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ は ２ 本 の 管 状 体 ８ ， ８ で 連 結 さ れ て い る 。 図 １ に お  
い て 試 験 台 １ Ｌ の 左 側 に 内 蔵 さ れ た 給 液 経 路 ５ ａ に は 給 液 管 ２ １ が 接 続 さ れ 、 試 験 台 １ Ｒ  
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の 右 側 に 内 蔵 さ れ た 給 液 経 路 ５ ｄ に は 排 液 管 ２ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 試 験 台 １ Ｌ の  
右 側 に 内 蔵 さ れ た 給 液 経 路 ５ ｂ と 、 試 験 台 １ Ｒ の 左 側 に 内 蔵 さ れ た 給 液 経 路 ５ ｃ と は 、 管  
状 体 ８ 内 に 挿 通 さ れ た 通 液 管 ２ ２ に よ り 連 通 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 給 液 管 ２ １  
及 び 排 液 管 ２ ３ に は そ れ ぞ れ 開 閉 弁 ２ １ ｖ ， ２ ３ ｖ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ に お い て は 、 複 数 の 車 輪 ３ １ を 有 す る 台 車  
３ の 載 荷 部 ３ ２ に 立 設 さ れ た 保 持 プ レ ー ト ２ 上 に 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ の 下 面 が 固 着 さ れ 、 こ  
れ に よ っ て 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ が 一 定 姿 勢 （ 水 平 姿 勢 ） に 保 持 さ れ て い る 。 台 車 ３ の 車 輪 ３  
１ は 回 転 自 在 で あ る た め 、 作 業 者 （ 図 示 せ ず ） は ハ ン ド ル ３ ３ を 握 っ て 押 し た り 、 引 い た  
り す る こ と に よ り 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ を 任 意 の 場 所 ま で 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ４ ， 図 ５ に 基 づ い て 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ の 使 い 方 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に  
示 す よ う に 、 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ の 上 面 １ ａ に そ れ ぞ れ 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 載 置 し 、 試 験 台 １  
Ｌ ， １ Ｒ の 下 方 か ら 貫 通 孔 ６ に 向 か っ て 雄 ネ ジ ２ ８ を 差 し 込 み 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 雌 ネ ジ  
孔 １ ８ に 螺 着 す る と 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ が 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ に 固 定 さ れ る 。 こ の と き 、 図 ５  
に 示 す よ う に 、 保 持 プ レ ー ト ２ の 存 在 に よ り 、 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ の 下 面 と 台 車 ３ の 載 荷 部  
３ ２ と の 間 に は 所 定 の 隙 間 が 形 成 さ れ て い る た め 、 雄 ネ ジ ２ ８ の 螺 着 作 業 は 容 易 か つ 安 全  
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ に 対 し て 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ が セ ッ ト さ れ た ら 、 給 液 管 ２ １ を 給 液  
手 段 （ 例 え ば 、 給 水 設 備 ） に 接 続 し 、 排 液 管 ２ ３ を 排 液 手 段 （ 例 え ば 、 排 水 設 備 ） に 接 続  
し た 後 、 開 閉 弁 ２ １ ｖ ， ２ ３ ｖ を 開 い て 、 試 験 液 体 （ 例 え ば 、 水 ） を 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １  
０ の 通 水 路 １ １ （ 図 ２ ０ 参 照 ） に 流 入 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 全 て の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ に 試 験 液 体 が 充 填 さ れ た こ と が 確 認 さ れ た ら 、 開 閉  
弁 ２ ３ ｖ を 閉 じ 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ に 所 定 の 液 圧 が 生 じ た 状 態 と す る 。  
こ の 状 態 で 一 定 時 間 保 持 し 、 そ れ ぞ れ 水 冷 式 軸 受 １ ０ か ら の 漏 液 の 有 無 を 確 認 す る こ と に  
よ っ て 耐 圧 試 験 の 合 否 を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 耐 圧 試 験 が 終 わ っ た ら 、 開 閉 弁 ２ １ ｖ を 閉 じ 、 開 閉 弁 ２ ３ ｖ を 開 い て 、 水 冷 式 軸 受 １ ０  
の 通 水 路 １ １ 内 の 試 験 液 体 を 排 出 す る 。 こ の 後 、 雄 ネ ジ ２ ８ を 緩 め て 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 雌  
ネ ジ 孔 １ ８ か ら 離 脱 さ せ れ ば 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ か ら 取 り 外 す こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ は 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 耐 圧 試 験 を 同 時 に 行 う こ と が  
で き る の で 、 耐 圧 試 験 を 効 率 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ に お い て は 、  
水 平 状 態 に 保 持 さ れ た 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ の 上 面 １ ａ に 対 し て 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 正 立 姿 勢 の  
ま ま で 着 脱 す る こ と が で き る の で 、 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 着 脱 作 業 を 容 易 且 つ 安 全 に 行 う こ と  
が で き 、 水 冷 式 軸 受 の 姿 勢 保 持 手 段 を 別 途 設 け る 必 要 も な い 、
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ は 、 ２ 台 の 試 験 台 １ Ｌ ， １ Ｒ を 備 え て い る が 、 こ れ に 限 定 す る  
も の で は な い の で 、 ３ 台 以 上 の 試 験 台 を 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 、 図 ８ ～ 図 １ １ 並 び に 図 １ ２ ～ 図 １ ４ に 基 づ い て 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ に つ い て  
説 明 す る 。 な お 、 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ の 構 成 部 分 に お い て 、 前 述 し た 耐 圧 試 験 機 １  
０ ０ の 構 成 部 分 と 共 通 す る 部 分 に つ い て は 、 図 １ ～ 図 ７ 中 に 記 載 し た 符 号 と 同 符 号 を 付 し  
て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ ～ 図 １ １ に 示 す 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ に お い て は 、 複 数 （ ４ 個 ） の 水 冷 式 軸 受 １ ０ を 載  
置 可 能 な １ 台 の 試 験 台 ２ ０ １ を 備 え 、 試 験 台 ２ ０ １ の 上 面 ２ ０ １ ａ に 載 置 さ れ る 複 数 の 水  
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冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ （ 図 ２ ０ 参 照 ） に 試 験 液 体 を 充 填 す る た め の 給 液 経 路 （ 給 液 管  
２ ０ ２ 、 排 液 管 ２ ０ ３ ） が 試 験 台 ２ ０ １ の 下 方 に 露 出 状 態 で 設 け ら れ て い る 。 給 液 管 ２ ０  
２ 及 び 排 液 管 ２ ０ ３ の 端 部 に は そ れ ぞ れ 開 閉 弁 ２ ０ ２ ｖ ， ２ ０ ３ ｖ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 試 験 台 ２ ０ １ に 対 す る 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 固 定 手 段 は 、 前 述 し た 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ と 同 様  
に 、 雌 ネ ジ 孔 １ ８ 及 び 雄 ネ ジ ２ ８ で あ る が 、 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ に お い て は 、 試 験 台 ２ ０ １  
の 下 面 ２ ０ １ ｂ と 雄 ネ ジ ２ ８ の 頭 部 と の 間 に 管 状 の ス ペ ー サ ２ ９ が 嵌 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 試 験 台 ２ ０ １ の 上 面 ２ ０ １ ａ に 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ を セ ッ ト し た 後 、 給 液 管 ２ ０ ２ 、  
排 液 管 ２ ０ ３ の 端 部 を そ れ ぞ れ 給 液 手 段 、 排 液 手 段 に 接 続 し 、 開 閉 弁 ２ ０ ２ ｖ ， ２ ０ ３ ｖ  
を 開 い て 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ （ 図 ２ ０ 参 照 ） に 試 験 液 体 を 充 填 し た 後 、  
排 液 管 ２ ０ ３ の 開 閉 弁 ２ ０ ３ ｖ を 閉 じ 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ に 所 定 の 液 圧  
が 生 じ た 状 態 と す る 。 こ の 状 態 で 一 定 時 間 保 持 し 、 そ れ ぞ れ 水 冷 式 軸 受 １ ０ か ら の 漏 液 の  
有 無 を 確 認 す る こ と に よ っ て 耐 圧 試 験 の 合 否 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ に お い て は 、 給 液 経 路 （ 給 液 管 ２ ０ ２ 、 排 液 管 ２ ０ ３ ） が 試 験 台 ２ ０  
１ の 下 方 に 露 出 状 態 で 設 け ら れ 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ を 並 列 状 に 連 通 し た  
状 態 で 液 圧 を 加 え る こ と が で き る 。 な お 、 給 液 管 ２ ０ ２ 並 び に 排 液 管 ２ ０ ３ は 同 じ 構 造 、  
機 能 を 有 し て い る た め 、 互 い に 逆 に 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ は 、 前 述 し た 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ と 同 様 の 機 能 並 び に 作 用 効 果 を 発 揮 す  
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ２ ～ 図 １ ４ に 基 づ い て 耐 圧 試 験 機 ３ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 耐 圧 試 験  
機 ３ ０ ０ の 構 成 部 分 に お い て 前 述 し た 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ と 共 通 す る 部 分 に つ い て は 、 図 ８  
～ 図 １ １ 中 の 符 号 と 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ２ ～ 図 １ ４ に 示 す 耐 圧 試 験 機 ３ ０ ０ に お い て は 、 複 数 （ ３ 個 ） の 水 冷 式 軸 受 １ ０ を  
載 置 可 能 な １ 台 の 試 験 台 ３ ０ １ を 備 え 、 試 験 台 ３ ０ １ の 上 面 ３ ０ １ ａ に 載 置 さ れ る 複 数 の  
水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ （ 図 ２ ０ 参 照 ） に 試 験 液 体 を 充 填 す る た め の 給 液 経 路 （ 給 液  
管 ３ ０ ２ 、 排 液 管 ３ ０ ３ ） が 試 験 台 ３ ０ １ の 下 方 に 露 出 状 態 で 設 け ら れ て い る 。 給 液 管 ３  
０ ２ 及 び 排 液 管 ３ ０ ３ の 端 部 に は そ れ ぞ れ 開 閉 弁 ３ ０ ２ ｖ ， ３ ０ ３ ｖ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 試 験 台 ３ ０ １ の 上 面 ３ ０ １ ａ に 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ を セ ッ ト し た 後 、 給 液 管 ３ ０ ２ 、  
排 液 管 ３ ０ ３ の 端 部 を そ れ ぞ れ 給 液 手 段 、 排 液 手 段 に 接 続 し 、 開 閉 弁 ３ ０ ２ ｖ ， ３ ０ ３ ｖ  
を 開 い て 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ （ 図 ２ ０ 参 照 ） に 試 験 液 体 を 充 填 し た 後 、  
排 液 管 ３ ０ ３ の 開 閉 弁 ３ ０ ３ ｖ を 閉 じ 、 複 数 の 水 冷 式 軸 受 １ ０ の 通 水 路 １ １ に 所 定 の 液 圧  
が 生 じ た 状 態 と す る 。 こ の 状 態 で 一 定 時 間 保 持 し 、 そ れ ぞ れ 水 冷 式 軸 受 １ ０ か ら の 漏 液 の  
有 無 を 確 認 す る こ と に よ っ て 耐 圧 試 験 の 合 否 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 耐 圧 試 験 機 ３ ０ ０ の 機 能 並 び に 作 用 効 果 は 、 前 述 し た 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ と 同 様  
で あ る が 、 耐 圧 試 験 機 ３ ０ ０ の 優 れ て い る 点 は 、 耐 圧 試 験 機 ２ ０ ０ よ り も コ ン パ ク ト で あ  
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 図 １ ～ 図 １ ４ に 基 づ い て 説 明 し た 耐 圧 試 験 機 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ は 本 発 明 に  
係 る 耐 圧 試 験 機 を 例 示 す る も の で あ り 、 本 発 明 に 係 る 耐 圧 試 験 機 は 、 前 述 し た 耐 圧 試 験 機  
１ ０ ０ ， ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ に 限 定 さ れ な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 耐 圧 試 験 機 は 、 高 温 物 搬 送 用 分 割 ロ ー ル を 使 用 す る 製 鉄 所 や そ の 他 の 製 造  
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業 な ど の 産 業 分 野 に お い て 広 く 利 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ Ｌ ， １ Ｒ ， ２ ０ １ ， ３ ０ １   試 験 台
　 １ ａ ， ２ ０ １ ａ ， ３ ０ １ ａ   上 面
　 ２   保 持 プ レ ー ト
　 ３   台 車
　 ４   接 続 口
　 ５ ， ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ， ５ ｄ   給 液 経 路
　 ６   貫 通 孔
　 ７   凸 条 部
　 ８   管 状 体
　 １ ０   水 冷 式 軸 受
　 １ １   通 水 路
　 １ １ ａ   垂 直 部
　 １ １ ｂ   水 平 部
　 １ １ ｃ   周 回 部
　 １ ２   開 口 部
　 １ ３   カ バ ー
　 １ ６   給 油 口
　 １ ７   排 油 口
　 １ ８   雌 ネ ジ 孔
　 １ ９   凹 溝
　 ２ １   給 液 管
　 ２ １ ｖ ， ２ ３ ｖ ， ２ ０ ２ ｖ ， ２ ０ ３ ｖ ， ３ ０ ２ ｖ ， ２ ０ ３ ｖ   開 閉 弁
　 ２ ２   通 液 管
　 ２ ３   排 液 管
　 ２ ８   雄 ネ ジ
　 ３ ０   台 車
　 ３ １   車 輪
　 ３ ２   載 荷 部
　 ３ ３   ハ ン ド ル
　 ２ ０ １ ｂ ， ３ ０ １ ｂ   下 面
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】
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